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c 171 バタ-スガンジゲー考必テクス少ヤード及i吋泣農a彩摩

　　　　　　ﾉ訃川県り着眼K　0川染　節江

　　　　　　香川K藁　　　　山野善正

　目的　ﾉり- スポンジクーペ口テクス少ヤー1よ，科料配冶比や調裂法に影響さ外硬さ

やし・とりさが主乖な晶質評俑の要棄で<i）ることi t でド報告しre．焙煉後必テクス多．

－の嚢化Iぷ, 水分奮量r-大きく恥響jれることヵ゛｀秀えられる．鳶報でぼ，焙双後夕a 間刀

求分含-t為ぷV-'テクス少．－(^変化ぷ及ぼず泣農介彫琢{'.つ．て蹟<した。

　^>i、試料ii，を岬100 ｌ ， ±.&籐/oo}，濤力粉/oo}，ベー汽ン7"/＼'t f－oり，

薦塩バターμ-i ^し, 希だて法にぷ'I 生地乙調弥!し一&オ形詞ケースt用いmlしre. 濤h.

μ，デシヶ－ター浅いふ凱 .0% (,Na朗) ，Zμ0 y. （CH,COolく), ^^と）'/,（KzCOs), ぷS-.∂'/,

( /V/4/V°j），μ∂μ（池Oりの夕水溥i＼h，宝羞約迦亙で-鋒焼後I 0 目凶試料£保存しr<.

水分減少畢は，- 犬捧楕（/.r･X /f X μon ) (タ試升片をア■> r 一夕一字白茅壽レ, そn ぞn

焙焼軋　z･J･ﾀ･ぷg ^t [''M侠し, ;K分/t量μ, 乾燥臓（/,ﾀ'd, z吋閤川こJ: り，蹟焼後

/･ﾀ･<?’回a に測走しμ．ま化，テクスチャ-｛i-，焙筑稜／■ Iり0 S に，レオメーター吻鳶

縮試験ドj:る顛さ瓦

　μ果　I) 水発減少軸ま，保尽B袁が最くなるほど高くなり, 泣羨み紅巾どそo)変化

がχきt･｀1 だ. 7.0～μ.∂芦If II とんど同じて゛あ'I, 峠.∂芦I･゛ず閤幻

m似し, ともrり日まで'ffi変化前]リカいた.2〉水か/^｀frii，ポか減少苧£反映レ，保

存曰敬j,゛濃< なるII r"低くな') , 盗鳶が｀高v＼ 球∂～?i..∂･/. ∂･場合Ki，保存B数ド:る変化

ダ･Jりり｀つ仏　3) 硬丿(71 *化は，湿彦が低いIj ど大きく, 保存夕0 a ･｀らI*圧塙測えヵ゛

ぷ可能,な試料もあった. 4)　官能評障μ，保存によ，て顕^に低下した.

C 172 気泡混合哨レのレオoジー特佳
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　目的　ハバロフやマシュマロtj ど気泡i會!・｢ぞ食ゐ・仔･＼n敷夕?く見いKる0^。気泡μ食

晶o) -
ラ千ンと用いμ気泡混会力しにっいてそ・レJオロジー特植の撞討J.行Tj. ■,fりも半研究r

a調理植と銘びっ吋T^呻と寒天Ｕ
レオロジー特桟ヒ含気キ.気泡の状紡とh閥連イリて検祠し, さいけクス令ヤーに与え

る影響にフいてh積靭レに。
　方法試料とレて寒天・シヨ糖・乾燥卵6 t 用い、ハンドミ秀^－によ'J 痩鏝レ、回転

速戻を凶)ia/分･忿oo回/幼･脚回収(ｱ)3段附に釦い-C ろことによ';. 含気郭)知よる種？a)

淡雪･ﾌヽんを調製しTこ.レオD ジー鴇屹としてレオD メ- ター及びダイすグラフを用いて、

テクス千ヤー特扨植・雄断鴇樹直£-;則甕レ　またレオログうフーゲルを恥慟的粘弾柊支

難tボめ仁。気泡川鰐､iJ釦手顕微鏡を恥て気泡数・気う包径と観際レぴい贈能積査

を行r}い客観多l畑直と)対応･を試みに。
　粕果　気泡混合心i哨レオDジー特柊についてu、檀碍磯･7)回転速度り勧口させIと、

服嶼応力■ 破断エわしぞー・凝集屹・弾力碓沁増大しrこ。まr-こ>～い･レオロジー特碓値

と者気今t｡･り卵和J.含気辛が増ヵ回るに條い破断応ﾌﾞ7 ･ 破m工一礼レぞー･硬? ･ 動り愕

推考・勧的場知μ時? る＼%佃^示しTこ。撹研機。[0)転速床£上脊びt£ る0)に従ヽヽ気泡径

り滋ケL.. 気泡敏l3槽加しTこ. 有能棟奮についてIよ、泡(､八さマ･ 弾ｱJ性･n^ r-ぐ等の項

唇について. 各観測良｡値と｡・対応が認的うれμ･


